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Japanese Translation of “Lunyu Jizhu” （４）（The First Part）
―Xi ZHU’s Interpretation of “Confucian Analects”―
『論語集注』（朱熹撰）の日本語訳（里仁第四 前半）
―『論語集注』を主とする朱子の『論語』解釈―
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（1）
　
周
知
の
通
り
、
朱
熹
（
一
一
三
○
～
一
二
○
○
。
朱
子
は
尊
称
）
の
『
論
語
』
解
釈
は
、
中
国
思
想
の
発
展
に
寄
与
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
や
朝
鮮
半
島
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
の
思
想
の
発
展
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
『
論
語
』
に
は
「
道
」「
心
」「
徳
」「
君
子
」
な
ど
の
中
国
哲
学
の
概
念
が
随
所
に
現
れ
て
お
り
、
朱
子
哲
学
に
お
い
て
の
そ
れ
ら
の
概
念
の
含
意
を
明
確
に
解
明
し
な
い
限
り
、
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
の
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
筆
者
は
、
長
年
に
渡
っ
て
朱
子
哲
学
の
研
究
に
力
を
注
ぎ
、
い
ま
ま
で
は
既
に
、
一
、「
朱
子
の
「
太
極
」
と
「
気
」
（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
七
号
、
二
○
一
一
年
）
二
、「
朱
子
の
「
神
」
（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
八
号
、
二
○
一
二
年
）
三
、「
朱
子
の
「
心
」
（
京
都
大
学
『
中
國
思
想
史
研
究
』
第
三
十
四
號
、
二
○
一
三
年
）
四
、「
朱
子
の
「
理
」
（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
号
、
二
○
一
四
年
）
五
、「
朱
子
の
「
情
」
（
岡
山
大
学
『
大
学
教
育
研
究
紀
要
』
第
十
一
号
、
二
○
一
五
年
）
六
、「
朱
子
の
「
変
化
気
質
」
（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
三
号
、
二
○
一
七
年
）
七
、「
朱
子
の
「
君
子
」」（『
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
十
四
号
、
二
○
一
七
年
）
八
、「『
周
易
本
義
』
と
朱
子
哲
学
」（
岡
山
大
学
『
文
化
共
生
学
研
究
』
第
八
号
、
二
○
一
九
年
）
な
ど
の
論
文
を
発
表
し
た
。
そ
の
朱
子
哲
学
の
研
究
を
通
じ
て
、
筆
者
は
、
上
記
の
幾
つ
か
の
論
文
、
及
び
『
四
書
章
句
集
注
』（
新
編
諸
子
集
成
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
年
）
と
『
朱
子
語
類
』（
全
八
冊
、
宋
・
黎
靖
徳
編
、
王
星
賢
点
校
、
一
九
九
四
年
）、
特
に
『
朱
子
語
類
』
に
所
収
の
「
論
語
（
一
～
三
十
二
）」（
巻
第
十
九
～
五
十
）
に
基
づ
い
て
の
、『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
の
現
代
日
本
語
の
完
全
翻
訳
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
と
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
本
稿
で
は
、『
論
語
集
注
』（
前
掲
の
『
四
書
章
句
集
注
』
に
所
収
）
の
「
里
仁
第
四
」
の
朱
子
の
集
注
を
和
訳
す
る
こ
と
と
、『
論
語
』
里
仁
第
四
の
原
文
を
主
に
『
朱
子
語
類
』
に
所
収
の
「
論
語
（
一
～
三
十
二
）」
と
『
論
語
或
問
』
に
記
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
　
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―

孫
　
　
　
路
　
易
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
号
（
二
〇
二
一
・
一
）
（2）
録
さ
れ
て
い
る
朱
子
の
説
明
に
基
づ
い
て
和
訳
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
　
朱
子
哲
学
に
い
う
「
気
」「
理
」「
性
」「
徳
」「
道
」「
敬
」「
君
子
」「
賢
人
」「
聖
人
」
な
ど
、
こ
れ
ら
の
諸
概
念
の
具
体
的
な
内
容
の
要
旨
を
本
稿
後
半
末
尾
に
付
録
し
た
。
里
仁
第
四
凡
二
十
六
章
。
全
部
で
二
十
六
章
。
第
一
章
子
曰
、
里
仁
為
美
。
擇
不
處
仁
、
焉
得
知
。
（
も
し
あ
る
田
舎
の
村
の
村
人
が
純
朴
で
親
切
で
あ
れ
ば
、
こ
の
村
は
風
俗
が
素
晴
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
あ
る
村
の
村
人
が
仁
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
純
朴
で
親
切
の
こ
と
）
で
は
な
く
て
、
村
に
清
廉
で
な
い
恥
知
ら
ず
な
人
が
多
け
れ
ば
、
こ
の
村
は
風
俗
が
良
く
な
い
の
で
あ
る
。
村
に
人
々
が
み
な
穏
や
か
で
手
厚
い
、
こ
う
い
う
風
俗
が
あ
れ
ば
、
そ
の
村
の
村
人
が
何
の
遠
慮
も
な
く
ほ
し
い
ま
ま
に
振
る
舞
う
こ
と
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
田
舎
の
村
の
村
人
が
穏
や
か
で
手
厚
い
の
で
あ
れ
ば
こ
の
村
は
風
俗
が
素
晴
ら
し
い
の
だ
。
住
ま
い
を
選
ぶ
時
に
風
俗
の
良
い
村
を
選
ん
で
住
ま
な
け
れ
ば
、ど
う
し
て
「
智
」
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
事
物
の
是
非
を
わ
き
ま
え
て
是
な
ら
ば
好
み
非
な
ら
ば
憎
む
、
こ
う
い
う
生
ま
れ
付
き
の
心
を
失
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
）
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。」
集
注
：
　
「
處
」
は
、上
声
（
第
三
声
、こ
こ
で
は
、つ
ま
り
「
住
む
」
の
意
）
で
あ
る
。「
焉
」
は
、「
於
」「
虔
」
の
反
。「
知
」
は
、
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
智
」）
で
あ
る
。
田
舎
の
村
に
「
仁
厚
の
俗
」（「
湖
南
学
者
説
仁
、
旧
来
都
是
深
空
説
出
一
片
。
頃
見
王
日
休
解
孟
子
云
、
麒
麟
者
、
獅
子
也
。
仁
本
是
惻
隠
温
厚
底
物
事
。」「
某
嘗
以
為
似
湖
南
諸
公
言
仁
。
且
麒
麟
是
不
踐
生
草
、
不
食
生
物
、
多
少
仁
厚
」、
つ
ま
り
人
々
が
み
な
穏
や
か
で
手
厚
い
、こ
う
い
う
風
俗
）
が
あ
る
の
は
、「
美
」（「
問
、
美
、
是
里
之
美
、
抑
仁
之
美
。
曰
、
如
云
俗
美
一
般
。
如
今
有
箇
郷
村
人
淳
厚
、
便
是
那
郷
村
好
。
有
箇
郷
村
人
不
仁
、
無
廉
、
無
恥
者
多
、
便
是
那
郷
村
不
好
。
這
章
也
無
甚
奧
義
、
只
是
擇
居
而
已
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
風
俗
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
）
で
あ
る
。
住
む
と
こ
ろ
を
選
ぶ
時
に
こ
う
い
う
村
を
選
ん
で
住
ま
な
け
れ
ば
、
そ
の
「
是
非
の
本
心
」（「
孟
子
曰
、
是
非
之
心
、
智
也
。
纔
知
得
是
而
愛
、
非
而
悪
」、
つ
ま
り
、
事
物
の
是
か
非
か
を
わ
き
ま
え
て
是
な
ら
ば
好
み
非
な
ら
ば
憎
む
、
こ
う
い
う
生
ま
れ
付
き
の
心
、
と
い
う
こ
と
）
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、「
智
」（
つ
ま
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ
る
「
仁
義
礼
智
」
の
「
智
」）
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
（『
孟
子
』
公
孫
丑
上
に
「
孔
子
曰
、
里
仁
為
美
。
択
不
處
仁
、
焉
得
智
。
夫
仁
、
天
之
尊
爵
也
、
人
之
安
宅
也
。
莫
之
禦
而
不
仁
、
是
不
智
也
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
知
」
を
「
智
」
に
作
り
、「
仁
」
を
人
の
住
む
「
安
宅
」
と
し
て
い
る
。『
孟
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（3）
子
』
に
い
う
「
夫
仁
、
天
之
尊
爵
也
、
人
之
安
宅
也
」
に
つ
い
て
、「
論
語
本
文
之
意
、
只
是
択
居
。
孟
子
引
来
証
択
術
、
又
是
一
般
意
思
。
言
里
以
仁
者
為
美
、
人
之
択
術
、
豈
可
不
謹
。
然
亦
不
争
多
。」
と
朱
子
は
説
明
し
て
い
る
。）
（
朱
子
哲
学
に
は
「
心
は
性
と
情
を
統
べ
る
」
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
生
れ
付
き
の
「
性
」
は
即
ち
「
仁
義
礼
智
」
の
明
徳
で
あ
っ
て
「
本
心
」
と
言
う
。「
性
」
と
「
情
」
の
間
に
「
私
意
」
の
介
入
が
な
け
れ
ば
、「
仁
義
礼
智
」
の
「
本
心
」
か
ら
「
惻
隠
」「
羞
悪
」「
辞
譲
」「
是
非
」
の
「
情
」
が
現
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
の
「
情
」
は
「
本
心
」
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。「
是
非
の
心
」
は
「
仁
義
礼
智
」
の
「
智
」
か
ら
発
し
た
も
の
だ
か
ら
、「
是
非
の
本
心
」
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
朱
子
の
い
う
「
性
」「
明
徳
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
末
尾
に
「
性
」「
理
」
に
つ
い
て
」「
徳
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
　
處
、
上
聲
。
焉
、
於
虔
反
。
知
、
去
聲
。
○
里
有
仁
厚
之
俗
為
美
。
擇
里
而
不
居
於
是
焉
、
則
失
其
是
非
之
本
心
、
而
不
得
為
知
矣
。
第
二
章
子
曰
、
不
仁
者
不
可
以
久
處
約
、
不
可
以
長
處
樂
。
仁
者
安
仁
、
知
者
利
仁
。
（「
仁
者
」（
つ
ま
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
仁
の
徳
が
そ
の
ま
ま
言
動
に
現
れ
て
い
る
、
こ
う
い
う
人
の
こ
と
）
は
、
思
慮
し
な
く
て
も
そ
の
言
動
が
理
に
適
わ
な
い
も
の
は
な
い
の
で
あ
る
。「
智
者
」
は
事
物
の
是
非
を
わ
き
ま
え
て
そ
の
理
に
合
う
ほ
う
を
選
び
そ
の
理
に
合
わ
な
い
ほ
う
を
除
く
の
で
あ
る
。「
不
仁
者
」（
つ
ま
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
仁
の
徳
が
私
意
・
私
欲
に
覆
わ
れ
て
そ
の
ま
ま
行
為
に
現
れ
て
い
な
い
、
こ
う
い
う
人
の
こ
と
）
は
、
な
ん
と
か
一
時
的
に
我
慢
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
も
あ
る
も
の
の
、
困
窮
す
る
時
に
は
す
ぐ
に
理
に
背
く
行
為
を
す
る
し
、
楽
し
む
時
に
は
す
ぐ
に
溺
れ
て
節
度
の
な
い
行
為
を
す
る
、こ
う
い
う
者
が
殆
ど
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、）孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
不
仁
者
は
、
困
窮
の
時
は
長
く
理
に
背
く
行
為
を
せ
ず
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
、
快
楽
の
時
は
長
く
節
度
を
保
ち
な
が
ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
。
仁
者
は
思
慮
し
な
く
て
も
常
に
理
に
適
う
言
動
を
す
る
の
だ
が
、
智
者
は
事
物
の
是
非
を
わ
き
ま
え
て
そ
の
理
に
合
う
ほ
う
を
得
よ
う
と
す
る
の
だ
。」
（
朱
子
の
い
う
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
末
尾
に
「
性
」「
理
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
集
注
：
　
「
樂
」
は
、「
洛
」
と
発
音
す
る
（
つ
ま
り
「
快
楽
」
の
「
楽
」）。「
知
」
は
、
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
智
」）。「
約
」
は
、
困
窮
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
利
」
は
「
貪
る
」
の
よ
う
な
意
味
で
あ
り
、
思
う
に
深
く
知
り
篤
く
好
ん
で
ど
う
し
て
も
得
よ
う
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。「
不
仁
者
」
は
そ
の
本
心
（
つ
ま
り
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
仁
の
徳
）
を
失
っ
て
、
困
窮
す
る
こ
と
が
長
く
続
く
と
必
ず
「
濫
」（「
使
此
心
之
理
既
明
、
然
後
於
物
之
所
在
従
而
察
之
、
則
不
至
於
汎
濫
矣
」、
つ
ま
り
理
に
背
く
行
為
を
す
る
こ
と
）
で
あ
り
、
楽
し
む
こ
と
が
長
く
続
く
と
必
ず
「
淫
」（「
楽
止
於
鐘
鼓
琴
瑟
、
若
沉
湎
淫
泆
，
則
淫
矣
」、
つ
ま
り
溺
れ
て
礼
（
理
）
に
背
い
て
節
度
の
な
い
行
為
を
す
る
こ
と
）
で
あ
る
。
た
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
号
（
二
〇
二
一
・
一
）
（4）
だ
、「
仁
者
」
は
「
其
の
仁
に
安
ん
じ
て
」（「
仁
者
安
仁
。
恰
似
如
今
要
做
一
事
、
信
手
做
将
去
、
自
是
合
道
理
、
更
不
待
逐
旋
安
排
。」「
仁
者
温
淳
篤
厚
、
義
理
自
然
具
足
、
不
待
思
而
為
之
、
而
所
為
自
帖
帖
地
皆
是
義
堙
、
所
謂
仁
也
。」「
蓋
仁
者
洞
然
只
是
這
一
箇
心
。
如
一
清
水
、
纔
入
些
泥
、
有
清
處
、
有
濁
處
。」「
到
心
正
、
則
胸
中
無
些
子
私
蔽
、
洞
然
光
明
正
大
、
截
然
有
主
而
不
乱
」、
つ
ま
り
、
私
意
に
覆
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
清
ら
か
な
心
を
持
ち
、
思
慮
し
な
く
て
も
常
に
理
に
適
う
言
動
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
）、
ど
ん
な
場
合
で
も
そ
う
で
な
い
こ
と
は
な
い
の
で
あ
り
、「
智
者
」
は
「
其
の
仁
を
利
（
む
さ
ぼ
）
り
て
」（「
知
者
利
仁
。
未
能
無
私
意
、
只
是
知
得
私
意
不
是
著
脚
所
在
、
又
知
得
無
私
意
處
是
好
、
所
以
在
這
裏
千
方
百
計
要
克
去
箇
私
意
、
這
便
是
利
仁
」「
知
者
知
有
是
非
、
而
取
於
義
理
、
以
求
其
是
而
去
其
非
、
所
謂
知
也
」、
つ
ま
り
、
ど
う
し
て
も
私
意
を
排
除
し
て
事
物
の
是
非
を
わ
き
ま
え
て
理
に
適
う
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
こ
と
）、
堅
持
し
て
変
え
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
思
う
に
、（
仁
者
と
智
者
は
）
深
浅
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
外
物
に
心
が
動
揺
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
、
こ
れ
が
両
者
の
同
じ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
謝
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
仁
者
は
、「
心
に
內
外
・
遠
近
・
精
粗
の
間
無
し
」（「
又
問
、
無
内
外
之
間
、
是
如
何
。
曰
、
表
裏
如
一
。
又
問
、
如
何
是
遠
近
精
粗
之
間
。
曰
、
他
當
初
若
更
添
高
下
・
顯
微
・
古
今
這
樣
字
、
也
只
是
一
理
。
又
問
、
纔
有
些
箇
攙
絶
間
断
、
便
不
得
。
曰
、
纔
有
私
意
、
便
間
断
了
。」「
問
、
不
能
無
遠
近
精
粗
之
間
、
如
何
。
曰
、
亦
只
是
內
外
意
思
」、
つ
ま
り
、
そ
の
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
理
（
つ
ま
り
「
仁
」
の
徳
）
が
そ
の
ま
ま
言
動
に
現
れ
る
と
い
う
こ
と
）。（
そ
れ
は
、）
存
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
自
ず
と
無
く
な
る
こ
と
が
な
く
、
整
え
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
自
ず
と
乱
れ
る
こ
と
が
な
く
、
目
の
見
る
こ
と
と
耳
の
聴
く
こ
と
、
手
の
持
つ
こ
と
と
足
の
歩
く
こ
と
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
知
者
は
、（
事
物
の
是
非
を
わ
き
ま
え
て
）
見
識
の
あ
る
人
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
会
得
し
て
い
る
人
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
存
し
よ
う
と
し
た
か
ら
無
く
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
整
え
よ
う
と
し
た
か
ら
乱
れ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
意
識
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。「
安
仁
」
は
「
一
」（
つ
ま
り
意
識
し
な
く
て
も
言
動
が
理
に
背
く
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
が
、「
利
仁
」
は
「
二
」（
つ
ま
り
言
動
が
理
に
背
か
な
い
よ
う
に
意
識
す
る
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
安
仁
」
は
（
孔
子
弟
子
の
中
の
）顔
淵
と
閔
子
騫
以
上
の
、聖
人
と
ほ
ぼ
同
じ
気
質
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
人
で
な
け
れ
ば
、「
此
の
味
を
知
ら
ざ
る
な
り
」（「
到
顏
閔
地
位
知
得
此
味
、
猶
未
到
安
處
也
」、
つ
ま
り
顔
淵
と
閔
子
騫
で
さ
え
も
「
安
仁
」
を
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、「
安
仁
」
の
段
階
に
は
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
孔
子
の
弟
子
た
ち
は
み
な
優
れ
た
才
能
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
道
理
を
知
っ
て
い
て
迷
い
が
な
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、「
利
仁
」
の
段
階
を
超
え
た
と
ま
で
は
言
え
な
い
の
だ
。」
（「
前
出
」
と
は
、「
拙
稿
「『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
學
而
第
一
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
」（『
岡
山
大
学
全
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
育
研
究
紀
要
』
第
二
号
、二
○
一
七
年
）
に
既
出
」
の
意
。）
　
樂
、
音
洛
。
知
、
去
聲
。
○
約
、
窮
困
也
。
利
、
猶
貪
也
、
蓋
深
知
篤
好
而
必
欲
得
之
也
。
不
仁
之
人
、
失
其
本
心
、
久
約
必
濫
、
久
樂
必
淫
。
惟
仁
者
則
安
其
仁
而
無
適
不
然
、
知
者
則
利
於
仁
而
不
易
所
守
、
蓋
雖
深
淺
之
不
同
、
然
皆
非
外
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（5）
物
所
能
奪
矣
。
○
謝
氏
曰
、
仁
者
心
無
內
外
遠
近
精
粗
之
間
、
非
有
所
存
而
自
不
亡
、
非
有
所
理
而
自
不
亂
、
如
目
視
而
耳
聽
、
手
持
而
足
行
也
。
知
者
謂
之
有
所
見
則
可
、
謂
之
有
所
得
則
未
可
。
有
所
存
斯
不
亡
、
有
所
理
斯
不
亂
、
未
能
無
意
也
。
安
仁
則
一
、
利
仁
則
二
。
安
仁
者
非
顏
閔
以
上
、
去
聖
人
為
不
遠
、
不
知
此
味
也
。
諸
子
雖
有
卓
越
之
才
、
謂
之
見
道
不
惑
則
可
、
然
未
免
於
利
之
也
。
第
三
章
子
曰
、
唯
仁
者
能
好
人
、
能
惡
人
。
（「
仁
者
」（
つ
ま
り
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
っ
て
い
る
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
）
は
「
公
正
」（
つ
ま
り
、「
公
」
は
私
心
・
私
意
が
な
い
こ
と
、「
正
」
は
好
悪
（
つ
ま
り
事
物
に
対
す
る
好
き
か
嫌
い
か
ま
た
は
人
間
に
対
す
る
親
し
む
か
憎
む
か
と
い
う
心
情
）
が
み
な
偏
り
な
く
理
に
適
う
、
と
い
う
こ
と
）
に
人
を
扱
う
の
で
あ
る
。「
公
」
で
あ
り
な
が
ら
「
正
」
で
な
け
れ
ば
、
事
物
の
「
是
」（
つ
ま
り
理
）
を
切
に
求
め
な
い
か
ら
、
そ
の
好
悪
は
理
に
適
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
り
、「
正
」
で
あ
り
な
が
ら
「
公
」
で
な
け
れ
ば
、
事
物
の
「
是
」（
つ
ま
り
理
）
を
切
に
求
め
る
も
の
の
、
私
心
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。「
公
」
と
「
正
」
の
関
係
は
「
体
」（
つ
ま
り
本
体
）
と
「
用
」（
つ
ま
り
作
用
）
の
関
係
で
あ
り
、
つ
ま
り
心
に
私
心
・
私
意
が
な
く
て
そ
れ
ら
か
そ
の
好
悪
が
み
な
理
に
適
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
た
だ
仁
者
だ
け
が
人
を
親
し
む
こ
と
も
で
き
る
し
、
人
を
憎
む
こ
と
も
で
き
る
の
だ
。（
つ
ま
り
、
親
し
む
ま
た
は
憎
む
と
い
う
心
情
は
み
な
理
に
基
づ
い
て
自
然
に
現
れ
る
も
の
で
、
自
然
に
親
し
む
べ
き
人
を
親
し
み
、
憎
む
べ
き
人
を
憎
む
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。）」
（
朱
子
の
い
う
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
末
尾
に
「
性
」「
理
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
た
。）
集
注
：
　
「
好
」、「
悪
」
は
み
な
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
好
む
」「
憎
む
」
の
意
）
で
あ
る
。「
唯
」
と
い
う
の
は
「
独
」（
つ
ま
り
「
た
だ
～
だ
け
」
の
意
）
で
あ
る
。
思
う
に
、「
私
心
」（
つ
ま
り
私
意
）
が
な
く
て
、
そ
れ
か
ら
「
好
悪
」（
つ
ま
り
事
物
に
対
す
る
好
き
か
嫌
い
か
ま
た
は
人
間
に
対
す
る
親
し
む
か
憎
む
か
と
い
う
心
情
）
が
み
な
理
に
適
う
の
で
あ
り
、
程
子
（
前
出
）
の
い
う
「
其
の
公
正
を
得
る
」（「
程
子
只
著
箇
公
正
二
字
解
、
某
恐
人
不
理
会
得
、
故
以
無
私
心
解
公
字
、
好
悪
当
於
理
解
正
字
。
有
人
好
悪
当
於
理
、
而
未
必
無
私
心
。
有
人
無
私
心
、
而
好
悪
又
未
必
皆
当
於
理
。
惟
仁
者
既
無
私
心
、
而
好
悪
又
皆
当
於
理
也
。」「
惟
公
然
後
能
正
、
公
是
箇
広
大
無
私
意
、
正
是
箇
無
所
偏
主
處
。」「
苟
公
而
不
正
、
則
其
好
悪
必
不
能
皆
当
乎
理
。
正
而
不
公
、
則
切
切
然
於
事
物
之
間
求
其
是
、
而
心
却
不
公
。
此
両
字
不
可
少
一
。」「
程
子
之
言
約
而
尽
。
公
者
、
心
之
平
也
。
正
者
、
理
之
得
也
。
一
言
之
中
、
体
用
備
矣
」、
つ
ま
り
、「
公
」
と
は
私
心
・
私
意
が
な
い
こ
と
で
あ
り
、「
正
」と
は
好
悪
が
み
な
偏
り
な
く
理
に
適
う
こ
と
で
あ
り
、「
公
」
は
「
体
」（
つ
ま
り
本
体
）
で
、「
正
」
は
「
用
」（
つ
ま
り
作
用
）
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
）
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
游
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
善
を
好
ん
で
悪
を
悪
む
」
は
、
天
下
の
人
々
の
共
通
の
心
情
で
あ
る
。
し
か
し
人
は
常
に
そ
の
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
号
（
二
〇
二
一
・
一
）
（6）
「
正
」（「
正
者
理
之
得
」、
つ
ま
り
理
に
適
う
こ
と
）
を
失
う
の
は
、
心
に
拘
り
が
あ
っ
て
自
ら
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
た
だ
仁
者
だ
け
が
私
心
が
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
（
理
に
適
っ
て
の
）
好
悪
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」
好
、
惡
、
皆
去
聲
。
○
唯
之
為
言
獨
也
。
蓋
無
私
心
、
然
後
好
惡
當
於
理
、
程
子
所
謂
得
其
公
正
是
也
。
○
游
氏
曰
、
好
善
而
惡
惡
、
天
下
之
同
情
。
然
人
每
失
其
正
者
、
心
有
所
繫
而
不
能
自
克
也
。
惟
仁
者
無
私
心
、
所
以
能
好
惡
也
。
第
四
章
子
曰
、
苟
志
於
仁
矣
、
無
惡
也
。
（「
道
」
に
志
す
と
は
、
広
く
捉
え
て
言
う
も
の
で
あ
る
が
、
だ
い
た
い
学
ぶ
こ
と
に
志
す
の
で
あ
れ
ば
、
み
な
「
道
」
に
志
す
と
い
う
の
で
あ
る
。「
仁
」
に
志
す
場
合
、
過
失
を
犯
す
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
「
悪
」
で
は
な
い
。「
悪
」
は
心
に
行
お
う
と
決
め
て
外
に
現
れ
た
も
の
で
あ
り
、
過
失
は
偶
然
の
過
ち
で
あ
る
。「
仁
」
は
最
も
身
に
切
実
な
道
理
で
あ
っ
て
、「
仁
」
に
志
す
と
、切
実
に
「
仁
」
の
徳
の
実
行
を
行
お
う
と
努
力
す
る
の
だ
か
ら
、絶
対
に「
悪
」が
な
い
の
だ
。「
仁
」
に
志
し
た
そ
の
瞬
間
に
も
う
「
悪
」
が
な
い
の
だ
が
、
間
断
す
る
と
ま
た
「
悪
」
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
誠
に
仁
に
志
せ
ば
、
悪
が
な
い
の
だ
。（
つ
ま
り
、
誠
に
仁
の
徳
の
実
行
を
行
お
う
と
努
力
す
る
な
ら
ば
、
悪
事
を
働
く
こ
と
は
あ
り
得
な
い
の
だ
、
と
い
う
こ
と
。）」
集
注
：
　
「
悪
」
は
、
こ
の
字
の
通
り
の
意
味
で
あ
る
。「
苟
」
は
、「
誠
に
」
の
意
で
あ
る
。
「
志
」
と
は
、
心
の
お
も
む
く
方
向
で
あ
る
（「
仁
是
最
切
身
底
道
理
。
志
於
仁
、
大
段
是
親
切
做
工
夫
底
、
所
以
必
無
悪
。
志
於
道
、
則
説
得
来
闊
。
凡
人
有
志
於
学
、
皆
志
於
道
也
」
と
あ
る
）。
そ
の
心
が
誠
に
「
仁
」
に
あ
れ
ば
、
絶
対
に
悪
事
を
働
く
こ
と
は
な
い
の
だ
（「
方
志
仁
時
、
便
無
悪
。
若
間
断
不
志
仁
時
、
悪
又
生
」
と
あ
る
）。
楊
氏
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
誠
に
仁
に
志
せ
ば
、「
過
」（「
過
非
心
所
欲
為
、悪
則
心
所
欲
。」「
悪
是
誠
中
形
外
、過
是
偶
然
過
差
」、つ
ま
り
、「
悪
」
は
心
か
ら
行
お
う
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
が
、「
過
」
は
心
か
ら
行
お
う
と
し
て
行
う
も
の
で
は
な
く
、
偶
然
な
過
失
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
）
の
行
い
が
絶
対
に
な
い
こ
と
は
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
悪
事
を
働
く
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。」
　
惡
、
如
字
。
○
苟
、
誠
也
。
志
者
、
心
之
所
之
也
。
其
心
誠
在
於
仁
、
則
必
無
為
惡
之
事
矣
。
○
楊
氏
曰
、
苟
志
於
仁
、
未
必
無
過
舉
也
、
然
而
為
惡
則
無
矣
。
第
五
章
子
曰
、
富
與
貴
是
人
之
所
欲
也
、
不
以
其
道
得
之
、
不
處
也
。
貧
與
賤
是
人
之
所
惡
也
、
不
以
其
道
得
之
、
不
去
也
。
君
子
去
仁
、
惡
乎
成
名
。
君
子
無
終
食
之
間
違
仁
、
造
次
必
於
是
、
顛
沛
必
於
是
。
（「
小
人
」
は
「
放
僻
邪
侈
」（「
蓋
凡
事
莫
非
心
之
所
為
、
雖
放
僻
邪
侈
、
亦
是
心
之
為
也
」、
つ
ま
り
、
心
が
仁
に
な
く
て
放
恣
・
偏
僻
・
邪
悪
・
奢
侈
の
行
い
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（7）
を
為
す
こ
と
）
で
あ
る
か
ら
、
当
然
貧
賤
に
な
る
べ
き
で
あ
る
（『
孟
子
』
滕
文
公
上
ま
た
は
梁
恵
王
上
に
「
苟
無
恆
心
、
放
僻
邪
侈
、
無
不
為
已
」
と
あ
る
）。
君
子
は
「
履
仁
行
義
」（「
蓋
吾
何
求
哉
、
求
安
於
義
理
而
已
」、
つ
ま
り
「
理
」
に
適
う
行
い
を
為
す
こ
と
）
で
あ
る
か
ら
、
貧
賤
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
貧
賤
に
な
っ
た
場
合
は
、
た
だ
落
ち
着
い
て
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
、
自
ら
貧
賤
を
離
れ
よ
う
と
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
得
る
べ
き
で
な
い
富
貴
を
得
た
場
合
は
、「
義
理
」
を
害
す
る
（
つ
ま
り
「
理
」
に
背
く
）
こ
と
だ
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
富
貴
は
人
々
が
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
得
る
べ
き
で
な
い
富
貴
は
絶
対
に
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。
貧
賤
は
人
々
の
嫌
が
る
も
の
で
あ
る
が
、
貧
賤
に
な
る
べ
き
で
な
い
の
に
貧
賤
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
状
態
に
落
ち
着
い
て
自
ら
貧
賤
を
離
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
し
な
い
の
だ
。
君
子
は
「
仁
」
を
離
れ
た
ら
（
つ
ま
り
心
が
仁
に
な
け
れ
ば
）、
ど
う
し
て
君
子
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
君
子
は
食
事
を
取
る
間
に
も「
仁
」
に
違
う
こ
と
が
な
く
、
慌
た
だ
し
く
て
儀
礼
に
合
わ
な
い
粗
雑
な
行
い
を
為
す
時
に
も
「
仁
」
に
違
わ
な
い
し
、
倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
支
え
ら
れ
な
い
時
に
も
居
場
所
を
失
っ
て
あ
ち
こ
ち
を
さ
ま
よ
う
時
に
も
「
仁
」
に
違
わ
な
い
の
だ
。」
集
注
：
　
「
悪
」
は
、
去
声
（
第
四
声
。
つ
ま
り
「
憎
む
」
の
意
）
で
あ
る
。「
其
の
道
を
以
て
之
を
得
ざ
れ
ば
」
と
は
、
得
る
べ
き
で
は
な
い
の
に
そ
れ
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、（
得
る
べ
き
で
な
い
）
富
貴
は
「
處
ら
ざ
る
な
り
」（「
君
子
則
於
富
貴
之
来
、
須
是
審
而
處
之
。」「
不
以
其
道
得
富
貴
、
須
是
審
。
苟
不
以
其
道
、
決
是
不
可
受
它
底
」、
つ
ま
り
、
富
貴
に
な
っ
た
場
合
は
仔
細
に
調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
得
る
べ
き
で
な
い
富
貴
は
絶
対
に
受
け
入
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
）、
貧
賤
は
「
去
ら
ざ
る
な
り
」（「
自
家
離
去
之
去
、
去
声
読
、
除
去
之
去
、
上
声
読
。
此
章
只
是
去
声
。」「
不
以
其
道
得
貧
賤
、
却
要
安
。」「
於
貧
賤
則
不
問
当
得
與
不
当
得
、
但
当
安
而
受
之
」、
つ
ま
り
、
貧
賤
に
な
っ
た
場
合
は
こ
れ
を
得
る
べ
き
か
ど
う
か
を
考
え
ず
に
貧
賤
の
状
態
に
落
ち
着
い
て
自
ら
貧
賤
を
離
れ
よ
う
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
）。
君
子
の
「
富
貴
を
審
ら
か
に
し
て
貧
賤
に
安
ん
ず
る
」（「
張
子
韶
説
審
富
貴
而
安
貧
賤
、
極
好
。」
と
あ
る
）
も
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
「
悪
」
は
、
平
声
（
こ
こ
で
は
、
第
一
声
。
つ
ま
り
「
い
ず
く
ん
ぞ
」
の
意
）
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
君
子
が
君
子
と
称
せ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
「
仁
」
に
違
わ
な
い
か
ら
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
も
富
貴
を
追
い
求
め
て
貧
賤
を
嫌
が
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
自
ら
そ
の
「
仁
」
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
君
子
の
実
質
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
そ
の
君
子
の
名
が
成
り
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。
　
「
造
」
は
、「
七
」「
到
」
の
反
。「
沛
」
は
、「
貝
」
と
発
音
す
る
。「
終
食
」
と
は
、
一
回
の
食
事
を
取
る
間
の
時
間
の
こ
と
で
あ
る
。「
造
次
」
は
、
慌
た
だ
し
く
て
と
り
あ
え
ず
の
行
い
を
為
す
時
の
こ
と
で
あ
る
。「
顛
沛
」は
、居
場
所
を
失
っ
て
あ
ち
こ
ち
を
さ
ま
よ
う
時
の
こ
と
、
ま
た
は
倒
れ
そ
う
に
な
っ
て
支
え
ら
れ
な
い
時
（「
問
、
曽
子
易
簀
、
莫
是
苟
且
時
否
。
曰
、
此
正
是
顛
沛
之
時
。
那
時
已
不
可
扶
持
、
要
如
此
坐
、
也
不
能
得
。」
と
あ
る
）
の
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、
君
子
が
「
仁
」
を
離
れ
な
い
こ
と
は
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
た
だ
富
貴
、
貧
賤
、「
取
岡
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舍
」（「
又
如
論
語
必
先
説
、
富
與
貴
是
人
之
所
欲
也
、
不
以
其
道
得
之
、
不
處
也
。
貧
與
賤
是
人
之
所
悪
也
、
不
以
其
道
得
之
、
不
去
也
。
然
後
説
、
君
子
去
仁
、
悪
乎
成
名
。
必
先
教
取
舍
之
際
界
限
分
明
、
然
後
可
做
工
夫
。
不
然
、
則
立
脚
不
定
、
安
能
有
進
。」「
格
物
時
是
窮
尽
事
物
之
理
、
這
方
是
区
處
理
会
。
到
得
知
至
時
、
却
已
自
有
箇
主
宰
、
会
去
分
別
取
舍
。
初
間
或
只
見
得
表
、
不
見
得
裏
。
只
見
得
粗
、
不
見
得
精
。
到
知
至
時
、
方
知
得
到
。
能
知
得
到
、
方
会
意
誠
、
可
者
必
為
、
不
可
者
決
不
肯
為
」、
つ
ま
り
、
為
す
べ
き
こ
と
と
為
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
見
分
け
る
と
い
う
こ
と
）
の
間
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、
君
子
が
「
仁
」
の
徳
の
実
行
を
行
う
の
は
、
富
貴
・
貧
賤
・
取
舍
か
ら
終
食
・
造
次
・
顛
沛
の
時
ま
で
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
そ
の
力
を
注
が
な
い
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
「
取
舍
」
が
明
確
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
「
存
養
」（「
問
、
誠
意
、
正
心
二
段
、
只
是
存
養
否
。
曰
、
然
」、
つ
ま
り
心
的
活
動
を
「
理
」
に
違
わ
せ
な
い
よ
う
に
努
力
し
続
け
る
こ
と
）
の
働
き
が
緻
密
に
な
り
、「
存
養
」
の
働
き
が
緻
密
に
な
れ
ば
、
そ
の
「
取
舍
」
の
分
別
が
一
層
明
確
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
惡
、
去
聲
。
○
不
以
其
道
得
之
、
謂
不
當
得
而
得
之
。
然
於
富
貴
則
不
處
、
於
貧
賤
則
不
去
、
君
子
之
審
富
貴
而
安
貧
賤
也
如
此
。
　
惡
、
平
聲
。
○
言
君
子
所
以
為
君
子
、
以
其
仁
也
。
若
貪
富
貴
而
厭
貧
賤
、
則
是
自
離
其
仁
、
而
無
君
子
之
實
矣
、
何
所
成
其
名
乎
。
　
造
、
七
到
反
。
沛
、
音
貝
。
○
終
食
者
、
一
飯
之
頃
。
造
次
、
急
遽
苟
且
之
時
。
顛
沛
、
傾
覆
流
離
之
際
。
蓋
君
子
之
不
去
乎
仁
如
此
、
不
但
富
貴
、
貧
賤
、
取
舍
之
間
而
已
也
。
○
言
君
子
為
仁
、
自
富
貴
、
貧
賤
、
取
舍
之
間
、
以
至
於
終
食
、
造
次
、
顛
沛
之
頃
、
無
時
無
處
而
不
用
其
力
也
。
然
取
舍
之
分
明
、
然
後
存
養
之
功
密
。
存
養
之
功
密
、
則
其
取
舍
之
分
益
明
矣
。
第
六
章
子
曰
、
我
未
見
好
仁
者
、
惡
不
仁
者
。
好
仁
者
、
無
以
尚
之
。
惡
不
仁
者
、
其
為
仁
矣
、
不
使
不
仁
者
加
乎
其
身
。
有
能
一
日
用
其
力
於
仁
矣
乎
、
我
未
見
力
不
足
者
。
蓋
有
之
矣
、
我
未
之
見
也
。
（「
好
仁
者
」（
仁
を
好
む
人
）
は
勿
論
、
生
ま
れ
な
が
ら
最
も
純
粋
な
資
質
が
備
わ
る
人
の
こ
と
で
、
本
心
か
ら
「
仁
」
は
最
も
好
む
べ
き
も
の
と
知
っ
て
篤
実
に
「
仁
」
を
好
む
の
で
あ
る
。「
悪
不
仁
者
」（
不
仁
を
憎
む
人
）
は
、
こ
れ
も
ま
た
生
ま
れ
な
が
ら
最
も
剛
直
な
資
質
が
備
わ
る
人
の
こ
と
で
、
本
心
か
ら
「
不
仁
」
は
最
も
憎
む
べ
き
も
の
と
知
っ
て
篤
実
に「
不
仁
」を
憎
む
の
で
あ
る
。「
好
仁
者
」
も
「
不
仁
」
を
憎
む
の
だ
が
、「
惻
隠
」
の
情
が
比
較
的
に
深
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
仁
」
を
好
む
ほ
う
が
や
や
顕
著
で
あ
り
、「
悪
不
仁
者
」
も
「
仁
」
を
好
む
の
だ
が
、「
羞
悪
」
の
情
が
比
較
的
に
深
く
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
不
仁
」
を
憎
む
ほ
う
が
や
や
顕
著
で
あ
る
。
だ
が
、
両
者
の
間
に
資
質
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
本
よ
り
ほ
ぼ
優
劣
は
な
く
、
ど
ち
ら
も
「
仁
」
の
徳
の
実
行
を
行
い
得
る
者
で
あ
る
。
ま
た
、「
仁
」
を
好
む
こ
と
も
「
不
仁
」
を
憎
む
こ
と
も
皆
自
分
の
身
に
お
い
て
実
行
す
る
も
の
で
あ
り
、他
人
の
「
仁
」
を
好
む
或
い
は
他
人
の
「
不
仁
」
を
憎
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
私
は
「
好
仁
者
」
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（9）
も
「
悪
不
仁
者
」
も
ま
だ
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
の
だ
。「
好
仁
者
」
は
、「
以
て
こ
れ
に
尚
（
く
わ
）
う
る
こ
と
無
し
」（「
言
好
之
深
、而
莫
有
能
変
易
之
者
。」「
縁
他
只
低
着
頭
自
去
做
了
」、
つ
ま
り
、
仁
以
外
の
も
の
を
好
む
（
例
え
ば
「
好
財
」
「
好
色
」
な
ど
）
こ
と
が
な
く
、
た
だ
自
ら
ひ
た
す
ら
に
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
だ
け
、
と
い
う
こ
と
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
悪
不
仁
者
」
は
、
そ
の
仁
の
徳
を
行
う
の
が
「
不
仁
者
を
し
て
其
の
身
に
加
え
し
め
ず
」（「
言
悪
之
篤
、
而
不
使
不
仁
之
事
加
於
己
。
此
與
如
好
好
色
、
如
悪
悪
臭
、
皆
是
自
己
上
事
。
非
是
専
言
好
他
人
之
仁
、
悪
他
人
之
不
仁
也
」、
つ
ま
り
、
た
だ
他
人
の
不
仁
を
憎
む
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
身
に
不
仁
の
こ
と
を
生
じ
さ
せ
な
い
、
と
い
う
こ
と
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
一
日
」（「
一
旦
奮
然
用
力
於
仁
」、
こ
こ
で
は
、「
一
旦
」
の
意
で
、
つ
ま
り
一
度
）
仁
の
徳
の
実
行
を
行
お
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
、
私
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
の
だ
。
も
し
か
し
た
ら
そ
う
い
う
人
（
つ
ま
り
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
お
う
と
し
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
）
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
。」
（
朱
子
哲
学
で
は
、「
循
理
」（
理
に
従
う
）
は
即
ち
「
仁
」
で
あ
り
即
ち
「
善
」
で
あ
り
、「
背
理
」（
理
に
背
く
）
は
即
ち
「
不
仁
」
で
あ
り
即
ち
「
悪
」
で
あ
る
。
「
仁
」
の
徳
の
実
行
を
行
う
こ
と
は
即
ち
、「
理
」（
道
理
、つ
ま
り
客
観
的
な
知
識
）
に
基
づ
い
て
言
動
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
成
徳
」
と
言
う
（
本
章
の
集
注
に
「
此
れ
皆
成
徳
の
事
」
と
あ
る
）。
朱
子
の
い
う
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
末
尾
に
「
性
」「
理
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
集
注
：
　
「
好
」、「
惡
」
は
皆
去
声
（
第
四
声
、
つ
ま
り
「
好
む
」、「
憎
む
」
の
意
）
で
あ
る
。
孔
子
は
自
ら
「
未
だ
仁
を
好
む
者
と
、
不
仁
を
悪
む
者
を
見
ず
」
と
言
わ
れ
て
い
る
（「
好
仁
、
悪
不
仁
、
只
是
利
仁
事
、
却
有
此
二
等
、
然
亦
無
大
優
劣
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、「
好
仁
」
と
「
悪
不
仁
」
の
両
者
の
間
に
優
劣
の
差
が
殆
ど
な
い
、
と
い
う
こ
と
）。
思
う
に
、「
仁
を
好
む
者
」
は
真
に
仁
を
好
む
べ
き
だ
と
知
っ
て
い
て
、そ
こ
で
、世
の
中
の
物
に
は「
以
て
こ
れ
に
加
う
る
こ
と
無
し
」（「
既
是
好
仁
、
便
知
得
其
他
無
以
加
此
。
若
是
説
我
好
仁
、
又
却
好
財
、
好
色
、
物
皆
有
好
、
便
是
不
曽
好
仁
。」「
好
仁
者
、
自
是
那
一
等
天
資
純
粹
底
人
、
亦
其
真
知
仁
之
可
好
而
実
好
之
、
故
視
天
下
之
物
無
以
尚
乎
此
。」「
固
是
好
仁
能
悪
不
仁
。
然
有
一
般
天
資
寬
厚
温
和
底
人
、
好
仁
之
意
較
多
、
悪
不
仁
之
意
較
少
」、
つ
ま
り
、
「
好
仁
者
」
は
生
ま
れ
な
が
ら
最
も
純
粋
で
温
和
な
資
質
が
備
わ
る
人
で
あ
っ
て
、
仁
以
外
の
も
の
を
好
む
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
）
で
あ
り
、「
不
仁
を
悪
む
者
」
は
真
に
不
仁
を
憎
む
べ
き
だ
と
知
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
、
そ
の
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
の
だ
が
、
必
ず
よ
く
不
仁
の
こ
と
を
拒
み
除
い
て
、
少
し
も
自
分
の
身
に
及
ぼ
す
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
り
（「
悪
不
仁
者
、
又
是
那
一
等
天
資
耿
介
底
人
、
亦
其
真
知
不
仁
之
可
悪
而
実
悪
之
。」「
一
般
天
資
剛
毅
奮
発
底
人
、
悪
不
仁
之
意
較
多
、
好
仁
之
意
較
少
」
と
あ
る
）、
こ
れ
ら
は
皆
「
成
徳
」（「
問
、
集
注
云
是
成
德
之
事
。
如
何
。
曰
、
固
是
。
便
是
利
仁
之
事
。」「
利
仁
者
是
見
仁
為
一
物
、
就
之
則
利
、
去
之
則
害
」、
つ
ま
り
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
わ
な
け
れ
ば
害
を
被
る
と
知
っ
て
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
と
い
う
こ
と
）の
こ
と
で
あ
り
、だ
か
ら
、「
仁
を
好
む
者
」
に
も
「
不
仁
を
悪
む
者
」
に
も
出
会
う
の
が
難
し
い
の
で
あ
る
。
岡
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そ
の
意
味
は
、「
仁
を
好
む
者
」
に
も
「
不
仁
を
悪
む
者
」
に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
し
か
し
あ
る
人
が
思
い
切
っ
て
「
一
旦
」（
つ
ま
り
一
度
）
奮
然
と
し
て
「
力
を
仁
に
用
い
る
」（
つ
ま
り
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
）
こ
と
が
で
き
れ
ば
、私
は
ま
た
「
未
だ
そ
の
力
の
足
ら
ざ
る
者
有
る
を
見
ず
」（
つ
ま
り
、
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
を
、
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
思
う
に
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
こ
と
は
自
分
の
意
志
で
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
行
お
う
と
す
れ
ば
行
い
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、「
志
の
至
る
所
に
、
気
必
ず
至
る
」
（「
心
在
這
手
上
、
手
便
暖
、
在
這
脚
上
、
脚
便
暖
。
志
與
気
自
是
相
随
。
若
真
個
要
求
仁
、
豈
患
力
不
足
」、
つ
ま
り
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
お
う
と
決
意
す
れ
ば
、
必
ず
実
行
に
移
す
こ
と
が
で
き
、
仁
の
徳
が
言
動
に
現
れ
る
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
り
、
だ
か
ら
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
の
が
難
し
い
と
は
言
う
も
の
の
、
実
行
に
移
す
こ
と
は
ま
た
簡
単
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
　
「
蓋
」
は
疑
問
詞
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
、
疑
問
の
語
気
を
表
す
語
で
、「
恐
ら
く
」
の
意
）。「
之
有
り
」
は
、「
力
を
用
い
て
力
の
足
ら
ざ
る
者
有
り
」（
つ
ま
り
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
お
う
と
し
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
人
間
が
い
る
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、
人
の
「
気
質
」（
つ
ま
り
、
人
間
の
生
ま
れ
な
が
ら
稟
受
し
た
、
受
け
皿
と
し
て
理
を
受
け
止
め
る
気
の
そ
の
質
）
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
だ
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら
ま
た
「
此
の
昬
弱
の
甚
だ
し
く
、
進
ま
ん
と
欲
し
て
能
は
ざ
る
者
有
る
。（
暗
愚
で
柔
弱
が
甚
し
く
て
、
進
む
お
う
と
し
て
も
進
む
こ
と
が
で
き
な
い
人
間
が
い
る
。）」（「
有
這
般
人
、
其
初
用
力
非
不
切
至
、
到
中
間
自
是
欲
進
不
能
。
夫
子
所
謂
力
不
足
者
、
中
道
而
廃
。
正
説
此
等
人
」、
つ
ま
り
、
最
初
は
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
も
の
の
、
途
中
で
行
う
こ
と
を
や
め
て
し
ま
う
、
こ
う
い
う
人
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
）
の
だ
が
、
た
だ
私
は
た
ま
た
ま
ま
だ
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
思
う
に
、
最
終
的
に
は
（
実
行
に
移
す
の
は
）簡
単
な
こ
と
だ
と
敢
え
て
断
定
は
し
な
い
が
、人
々
の「
肎（
肯
）
え
て
力
を
仁
に
用
ふ
る
」（
つ
ま
り
、
進
ん
で
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
）
こ
と
を
し
な
い
こ
と
を
嘆
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
章
の
意
味
は
つ
ま
り
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
の
は
人
に
と
っ
て
難
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
学
ぶ
者
は
も
し
確
実
に
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
仁
の
徳
が
言
動
に
現
れ
な
い
こ
と
も
な
い
の
で
あ
り
、
ひ
た
す
ら
仁
の
徳
の
実
行
を
行
っ
て
も
仁
の
徳
が
言
動
に
現
れ
な
い
、
そ
う
い
う
人
も
い
ま
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
い
か
ら
、
そ
こ
で
、
孔
子
が
繰
り
返
し
嘆
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
朱
子
の
い
う
「
君
子
」
と
は
、
仁
の
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
後
半
末
尾
に
「
君
子
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
た
。）
　
好
、
惡
、
皆
去
聲
。
○
夫
子
自
言
未
見
好
仁
者
、
惡
不
仁
者
。
蓋
好
仁
者
真
知
仁
之
可
好
、
故
天
下
之
物
無
以
加
之
。
惡
不
仁
者
真
知
不
仁
之
可
惡
、
故
其
所
以
為
仁
者
、
必
能
絕
去
不
仁
之
事
、
而
不
使
少
有
及
於
其
身
。
此
皆
成
德
之
事
、
故
難
得
而
見
之
也
。
　
言
好
仁
惡
不
仁
者
、
雖
不
可
見
、
然
或
有
人
果
能
一
旦
奮
然
用
力
於
仁
、
則
我
又
未
見
其
力
有
不
足
者
。
蓋
為
仁
在
己
、
欲
之
則
是
、
而
志
之
所
至
、
氣
必
至
焉
。
故
仁
雖
難
能
、
而
至
之
亦
易
也
。
　
蓋
、
疑
辭
。
有
之
、
謂
有
用
力
而
力
不
足
者
。
蓋
人
之
氣
質
不
同
、
故
疑
亦
容
或
有
此
昬
弱
之
甚
、
欲
進
而
不
能
者
、
但
我
偶
未
之
見
耳
。
蓋
不
敢
終
以
為
易
、
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（11）
而
又
歎
人
之
莫
肎
用
力
於
仁
也
。
○
此
章
言
仁
之
成
德
、
雖
難
其
人
、
然
學
者
苟
能
實
用
其
力
、
則
亦
無
不
可
至
之
理
。
但
用
力
而
不
至
者
、
今
亦
未
見
其
人
焉
、
此
夫
子
所
以
反
覆
而
歎
惜
之
也
。
第
七
章
子
曰
、
人
之
過
也
、
各
於
其
黨
。
觀
過
、
斯
知
仁
矣
。
（
人
の
過
失
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
人
は
「
仁
」（「
此
仁
字
、
是
指
慈
愛
而
言
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
慈
愛
の
こ
と
だ
が
、
愛
は
情
で
、
仁
の
徳
が
言
動
に
現
れ
る
も
の
）
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
「
不
仁
」
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
人
に
過
失
が
あ
る
場
合
（
つ
ま
り
例
え
ば
事
物
の
処
理
に
お
い
て
過
ち
を
犯
し
た
な
ど
）、
そ
れ
は
「
厚
」（
つ
ま
り
情
が
厚
い
こ
と
）「
愛
」（
つ
ま
り
慈
愛
の
情
の
こ
と
）
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
「
薄
」（
つ
ま
り
情
が
薄
い
こ
と
）「
忍
」（
つ
ま
り
慈
愛
の
心
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
）
に
よ
る
も
の
な
の
か
を
観
察
す
る
の
だ
。「
厚
」「
愛
」
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
「
仁
」（「
所
謂
君
子
過
於
厚
與
愛
者
、
雖
然
是
過
、
然
亦
是
従
那
仁
中
来
、
血
脈
未
至
断
絶
。」「
如
有
好
底
人
無
私
意
而
過
、
只
是
理
会
事
錯
了
、
便
也
見
得
仁
在
」、
つ
ま
り
、
間
違
い
を
犯
し
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
私
意
」（
私
心
）
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
仁
の
徳
と
の
つ
な
が
り
が
断
絶
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
）で
あ
り
、「
薄
」「
忍
」
に
よ
る
も
の
な
ら
ば
「
不
仁
」（「
若
小
人
之
過
於
薄
與
忍
、
則
與
仁
之
血
脈
已
是
断
絶
、
其
謂
之
仁
、
可
乎
。」「
不
仁
之
過
是
有
私
意
、
故
難
說
。
此
亦
是
観
過
知
仁
意
」、
つ
ま
り
、
そ
の
過
ち
を
犯
し
た
の
は
私
心
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
仁
の
徳
と
の
つ
な
が
り
が
断
絶
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
人
の
過
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
人
物
（
つ
ま
り
君
子
か
そ
れ
と
も
小
人
か
）
に
応
じ
て
す
る
も
の
だ
。（
そ
の
）
過
ち
を
見
れ
ば
、
そ
の
人
は
仁
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
不
仁
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。」
集
注
：
　
「
黨
」
は
、「
類
」（「
党
、
類
也
、
偏
也
。
君
子
過
於
厚
、
小
人
過
於
薄
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
君
子
か
そ
れ
と
も
小
人
か
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「『
論
語
』
に
「
人
の
過
ち
や
、
各
々
其
の
党
（
た
ぐ
い
）
に
於
て
す
」
と
あ
る
。
君
子
は
よ
く
「
厚
」（「
厚
字
愛
字
便
見
得
仁
」
と
あ
り
、
情
が
厚
い
こ
と
だ
が
、
つ
ま
り
慈
愛
の
情
の
こ
と
）
に
よ
り
過
失
を
犯
し
、
小
人
は
よ
く
「
薄
」（
つ
ま
り
情
が
薄
い
こ
と
、
慈
愛
の
情
が
な
い
こ
と
）
に
よ
り
過
失
を
犯
す
。
君
子
は
「
愛
」（
つ
ま
り
慈
愛
の
情
）
を
か
け
る
が
故
に
過
る
の
で
あ
り
、
小
人
は
「
忍
」（「
字
有
同
一
義
而
二
用
者
。
…
。
如
忍
之
一
字
、
自
容
忍
而
為
善
者
言
之
、
則
為
忍
去
忿
慾
之
気
、
自
残
忍
而
為
悪
者
言
之
、
則
為
忍
了
惻
隠
之
心
」、
こ
こ
で
は
、つ
ま
り
惻
隠
の
心
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
）だ
か
ら
誤
る
の
で
あ
る
。」
尹
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
こ
の
よ
う
に
観
察
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
は
仁
で
あ
る
か
そ
れ
と
も
不
仁
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。」
呉
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
後
漢
の
呉
祐
が
「
掾
は
親
の
故
を
以
て
、
汙
辱
の
名
を
受
く
。
謂
所
過
を
観
て
仁
を
知
る
」
と
言
っ
た
。
そ
の
通
り
で
あ
る
。」
私
が
思
う
に
は
、
こ
れ
は
ま
た
、
た
だ
人
が
過
ち
を
犯
し
た
場
合
、
そ
の
誤
り
を
見
て
そ
の
（
人
の
情
が
）「
厚
」
か
そ
れ
と
も
「
薄
」
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
だ
け
の
こ
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
号
（
二
〇
二
一
・
一
）
（12）
と
で
、
必
ず
そ
の
人
の
過
ち
を
犯
し
た
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
か
ら
「
賢
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
君
子
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、「
君
子
不
器
、
事
事
有
些
、
非
若
一
善
一
行
之
可
名
也
。
賢
人
則
器
、
獲
此
而
失
彼
、
長
於
此
又
短
於
彼
。
賢
人
不
及
君
子
、
君
子
不
及
聖
人
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
賢
人
は
君
子
に
及
ば
ず
、
君
子
は
聖
人
に
及
ば
な
い
の
だ
か
ら
、
賢
人
と
君
子
は
同
格
の
も
の
で
は
な
い
と
す
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
）
か
否
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。
（『
後
漢
書
』
呉
祐
伝
に
「
嗇
夫
孫
性
私
賦
民
銭
、
市
衣
以
進
其
父
、
父
得
而
怒
曰
、
有
君
如
是
、
何
忍
欺
之
。
促
歸
伏
罪
。
性
慙
懼
、
詣
閤
持
衣
自
首
。
祐
屏
左
右
問
其
故
、
性
具
談
父
言
。
祐
曰
、
掾
以
親
故
、
受
污
穢
之
名
、
所
謂
觀
過
斯
知
人
矣
。
使
帰
謝
其
父
、
還
以
衣
遺
之
。」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、「
郷
の
税
収
を
司
る
役
人
の
孫
性
が
私
的
に
民
か
ら
税
を
徴
収
し
て
、
そ
の
税
金
で
自
分
の
父
親
に
服
を
買
っ
た
。
そ
の
父
親
は
服
を
取
っ
て
怒
っ
て
「
長
官
（
つ
ま
り
呉
祐
）
は
こ
ん
な
に
（
清
廉
な
）
お
方
な
の
に
、（
お
前
は
）
ど
う
し
て
（
彼
を
）
欺
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」
と
言
っ
て
、
自
首
を
促
し
た
の
で
あ
る
。
孫
性
は
恥
っ
て
そ
し
て
恐
れ
て
、
官
署
に
行
っ
て
服
を
出
し
て
自
首
し
た
。（
当
時
の
膠
東
侯
の
相
に
な
っ
た
）
呉
祐
は
側
近
を
退
け
て
事
の
経
緯
を
尋
ね
て
、
孫
性
は
父
親
の
言
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
呉
祐
に
話
し
た
。
呉
祐
は
「
小
役
人
が
父
親
の
為
に
、汚
名
を
受
け
た
。
所
謂
「
過
を
観
て
仁
を
知
る
」
の
こ
と
だ
。」
と
言
っ
て
、
孫
性
を
釈
放
し
て
そ
の
父
親
に
謝
ら
せ
て
、
自
分
の
服
を
孫
性
の
父
親
に
差
し
上
げ
た
」
と
い
う
こ
と
。）
　
黨
、
類
也
。
程
子
曰
、
人
之
過
也
、
各
於
其
類
。
君
子
常
失
於
厚
、
小
人
常
失
於
薄
。
君
子
過
於
愛
、
小
人
過
於
忍
。
尹
氏
曰
、
於
此
觀
之
、
則
人
之
仁
不
仁
可
知
矣
。
○
呉
氏
曰
、
後
漢
呉
祐
謂
、
掾
以
親
故
、
受
汙
辱
之
名
。
所
謂
觀
過
知
仁
、
是
也
。
愚
按
、
此
亦
但
言
人
雖
有
過
、
猶
可
即
此
而
知
其
厚
薄
、
非
謂
必
俟
其
有
過
、
而
後
賢
否
可
知
也
。
第
八
章
子
曰
、
朝
聞
道
、
夕
死
可
矣
。
（「
道
」（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
目
前
の
は
っ
き
り
し
た
多
く
の
事
物
の
そ
の
属
性
（
当
然
の
道
理
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
主
に
「
人
間
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
仁
義
礼
智
の
明
徳
が
備
わ
る
」
と
い
う
道
理
の
こ
と
）
を
聞
け
ば
（
つ
ま
り
、
仔
細
ま
で
悉
く
は
っ
き
り
知
っ
た
上
に
会
得
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
）、
生
き
る
な
ら
そ
の
道
理
に
適
っ
て
の
生
き
方
が
で
き
る
か
ら
当
然
良
い
の
だ
が
、
た
と
え
万
一
す
ぐ
に
死
ん
で
も
、
虚
し
く
一
生
を
過
ご
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
悔
い
は
な
い
。
だ
か
ら
、）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
朝
に
道
を
聞
け
ば
、
夕
べ
に
死
ん
で
も
よ
ろ
し
い
。」
（
朱
子
の
い
う
「
事
物
の
当
然
の
理
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
末
尾
に
「
性
」
「
理
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
集
注
：
　
「
道
」
は
、「
事
物
の
当
然
の
理
」（「
道
只
是
眼
前
分
明
的
道
理
。」「
道
只
是
事
物
当
然
之
理
。」「
曰
、
所
謂
聞
者
、
莫
是
大
而
天
地
、
微
而
草
木
、
幽
而
鬼
神
、
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（13）
顯
而
人
事
、
無
不
知
否
。
曰
、
亦
不
必
如
此
、
大
要
知
得
為
人
底
道
理
則
可
矣
。
其
多
與
少
、
又
在
人
学
力
也
。」「
性
即
理
也
。
当
然
之
理
、
無
有
不
善
者
。
故
孟
子
之
言
性
、
指
性
之
本
而
言
」「
聖
人
千
言
万
語
、
只
是
説
箇
当
然
之
理
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
目
前
の
は
っ
き
り
し
た
多
く
の
事
物
の
そ
の
属
性
の
こ
と
で
あ
る
が
、
主
に
「
人
間
に
は
生
ま
れ
な
が
ら
仁
義
礼
智
の
明
徳
が
備
わ
る
」
と
い
う
道
理
の
こ
と
）
で
あ
る
。「
苟
く
も
之
を
聞
く
こ
と
を
得
れ
ば
」（「
所
謂
聞
道
、
亦
不
止
知
得
一
理
、
須
是
知
得
多
有
個
透
徹
處
。」「
須
是
実
知
有
所
得
、
方
可
。」
「
大
者
易
暁
、
於
細
微
曲
折
、
人
須
自
辨
認
取
」、
つ
ま
り
、
多
く
の
事
物
の
属
性
を
仔
細
ま
で
悉
く
は
っ
き
り
知
っ
た
上
に
会
得
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
い
う
こ
と
）、「
生
き
て
は
順
い
死
し
て
は
安
く
、
復
た
遺
恨
無
し
」（「
若
見
得
道
理
分
暁
、
生
固
好
、
死
亦
不
妨
。」「
万
一
即
死
、
則
亦
不
至
昏
昧
過
了
一
生
、
如
禽
獣
然
、
是
以
為
人
必
以
聞
道
為
貴
也
。」「
若
人
而
聞
道
、
則
生
也
不
虚
、
死
也
不
虚
。
若
不
聞
道
、
則
生
也
枉
了
、
死
也
枉
了
」、
つ
ま
り
、
生
き
て
は
そ
の
道
理
に
適
っ
て
の
生
き
方
が
で
き
る
か
ら
当
然
良
い
の
だ
が
、
た
と
え
万
一
す
ぐ
に
死
ん
で
も
、
虚
し
く
一
生
を
過
ご
し
た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
、
遺
憾
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
朝
夕
」
は
、
そ
の
時
間
間
隔
の
短
さ
を
強
調
し
て
表
す
言
葉
で
あ
る
。
程
子
（
前
出
）
は
言
っ
た
。「
そ
の
意
味
は
、
人
は
道
を
知
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
、
も
し
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
死
ん
で
も
よ
ろ
し
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。」
ま
た
言
っ
た
。「「
皆
な
実
理
な
り
」（「
伊
川
説
実
理
、
有
不
可
暁
處
」、
つ
ま
り
、
こ
の
文
の
文
意
が
難
解
、
と
い
う
こ
と
）、
人
が
知
っ
た
上
で
信
じ
る
の
は
難
し
い
こ
と
だ
。
死
生
も
ま
た
重
大
な
こ
と
で
あ
り
、
真
に
会
得
す
る
も
の
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
夕
べ
に
死
ん
で
も
い
い
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。」
　
道
者
、
事
物
當
然
之
理
。
苟
得
聞
之
、
則
生
順
死
安
、
無
復
遺
恨
矣
。
朝
夕
、
所
以
甚
言
其
時
之
近
。
○
程
子
曰
、
言
人
不
可
以
不
知
道
、
苟
得
聞
道
、
雖
死
可
也
。
又
曰
、
皆
實
理
也
、
人
知
而
信
者
為
難
。
死
生
亦
大
矣
、
非
誠
有
所
得
、
豈
以
夕
死
為
可
乎
。
第
九
章
子
曰
、
士
志
於
道
、
而
恥
惡
衣
惡
食
者
、
未
足
與
議
也
。
（「
道
に
志
す
」
と
は
、
事
物
の
理
（
つ
ま
り
属
性
）
を
窮
め
て
そ
し
て
そ
の
理
に
適
っ
た
行
為
（
つ
ま
り
言
動
）
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
「
格
物
・
致
知
」
の
学
に
専
一
に
心
血
を
注
ぐ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、「
道
に
志
す
」
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の
「
志
す
」
は
中
途
半
端
な
も
の
で
、
粗
末
な
衣
食
を
甘
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
か
、
粗
末
な
衣
食
を
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
で
人
に
笑
わ
れ
る
の
を
恥
じ
る
と
か
、
外
物
の
誘
惑
が
あ
れ
ば
、
動
揺
し
て
し
ま
う
よ
う
な
人
が
い
る
。）
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
士
（
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
学
に
志
す
者
）
が
道
に
志
す
に
も
関
わ
ら
ず
、
粗
末
な
食
事
や
粗
末
な
衣
服
を
恥
じ
る
者
は
、
と
も
に
（「
道
」、
つ
ま
り
「
格
物
・
致
知
」
の
学
に
つ
い
て
）
語
り
合
う
に
値
し
な
い
。」
集
注
：
　
内
心
が
「
道
に
志
す
」（「
凡
人
有
志
於
学
、
皆
志
於
道
也
。」「
致
知
、
格
物
、
岡
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便
是
志
於
道
。」「
志
於
道
、只
是
存
心
於
所
当
為
之
理
、而
求
至
於
所
当
為
之
地
。」
「
志
於
道
、
如
講
学
力
行
、
皆
是
」、
こ
こ
で
は
、
つ
ま
り
、
事
物
の
理
（
つ
ま
り
属
性
）を
窮
め
て
そ
し
て
そ
の
理
に
適
っ
た
行
為
を
行
う
こ
と
を
内
容
と
す
る「
格
物
・
致
知
」
の
学
に
専
一
に
心
血
を
注
ぐ
、
と
い
う
こ
と
）
の
で
あ
る
が
、「
口
体
の
奉
の
人
に
若
か
ざ
る
を
以
て
恥
と
為
す
」（「
固
有
這
般
半
上
半
落
底
人
、
其
所
謂
志
、
也
是
志
得
不
力
。
只
是
名
為
志
道
、
及
外
物
来
誘
、
則
又
遷
変
了
、
這
箇
最
不
済
事
。」「
若
志
得
来
泛
泛
不
切
、
則
未
必
無
恥
悪
衣
悪
食
之
事
。
又
恥
悪
衣
食
、
亦
有
数
樣
。
今
人
不
能
甘
粗
糲
之
衣
食
、
又
是
一
樣
。
若
恥
悪
衣
悪
食
者
、
則
是
也
喫
著
得
、只
是
怕
人
笑
、羞
不
如
人
而
已
、所
以
不
足
與
議
」、つ
ま
り
、「
道
に
志
す
」
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の
「
志
す
」
の
は
中
途
半
端
な
も
の
で
、
粗
末
な
衣
食
を
甘
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
粗
末
な
衣
食
を
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
で
人
に
笑
わ
れ
る
の
を
恥
じ
た
り
、
外
物
の
誘
惑
が
あ
れ
ば
、
動
揺
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
、
と
い
う
こ
と
）
は
、
そ
の
見
識
と
意
向
の
卑
し
き
こ
と
甚
だ
し
く
て
、
ど
う
し
て
と
も
に
「
道
」
に
つ
い
て
語
り
合
う
に
値
す
る
だ
ろ
う
か
。
程
子
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
道
に
志
し
な
が
ら
心
が
外
物
（
の
誘
惑
）
に
動
か
さ
れ
る
（
人
）
は
、
ど
う
し
て
と
も
に
（「
道
」
に
つ
い
て
）
語
り
合
う
に
値
す
る
だ
ろ
う
か
。」
　
心
欲
求
道
、
而
以
口
體
之
奉
不
若
人
為
恥
、
其
識
趣
之
卑
陋
甚
矣
、
何
足
與
議
於
道
哉
。
○
程
子
曰
、
志
於
道
而
心
役
乎
外
、
何
足
與
議
也
。
第
十
章
子
曰
、
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
也
、
無
莫
也
、
義
之
與
比
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
君
子
は
天
下
の
こ
と
に
対
し
て
、
そ
れ
だ
け
に
依
る
べ
き
と
す
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
だ
け
に
依
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
こ
と
も
な
く
、（
つ
ま
り
心
に
執
着
が
な
く
）、た
だ
「
義
」
に
従
う
（
つ
ま
り
、様
々
な
事
物
に
備
わ
っ
て
い
る
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
理
」（
つ
ま
り
属
性
）
に
応
じ
て
行
為
を
行
う
、
と
い
う
こ
と
）。」
（「
義
之
與
比
、
非
是
我
去
與
義
相
親
、
義
自
是
與
比
。」「
義
是
吾
心
所
處
之
宜
者
。
見
事
合
恁
地
處
、
則
隨
而
應
之
、
更
無
所
執
也
。」「
敬
之
問
、
義
之
與
比
、
是
我
這
裏
所
主
者
在
義
。
曰
、
自
不
消
添
語
言
、
只
是
無
適
無
莫
、
看
義
理
合
如
何
。
處
物
為
義
。
只
看
義
理
合
如
何
区
處
他
。
義
当
富
貴
便
富
貴
、
義
当
貧
賤
便
貧
賤
、
当
生
則
生
、
当
死
則
死
、
只
看
義
理
合
如
何
。」「
見
得
道
理
是
合
当
如
此
做
、
便
順
理
做
将
去
、
自
家
更
無
些
子
私
心
、
所
以
謂
之
毋
意
。
若
才
有
些
安
排
布
置
底
心
、便
是
任
私
意
。」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
、「
義
」
は
即
ち
「
義
理
」、即
ち
「
理
」
で
あ
り
、「
義
に
之
れ
に
與
に
比
す
」
と
は
つ
ま
り
、
ほ
ん
の
少
し
の
私
心
・
私
意
も
な
く
、
た
だ
様
々
な
事
物
に
備
わ
っ
て
い
る
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
理
」（
つ
ま
り
属
性
）
に
適
っ
て
の
行
為
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
朱
子
の
い
う
「
理
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
半
末
尾
に
「「
性
」
理
」
に
つ
い
て
」
を
付
録
し
て
い
る
。）
集
注
：
　
「
適
」
は
、「
丁
」「
歷
」
の
反
（「
古
人
訓
釈
字
義
、
無
用
適
字
為
往
字
者
。
此
『
論
語
集
注
』（
朱
熹
撰
）
の
日
本
語
訳
（
里
仁
第
四 
前
半
）
―
『
論
語
集
注
』
を
主
と
す
る
朱
子
の
『
論
語
』
解
釈
―
　
　
孫
　
路
易
（15）
適
字
、
当
如
吾
誰
適
從
之
適
。
音
的
、
是
端
的
之
意
。
言
無
所
定
、
亦
無
所
不
定
爾
」、
つ
ま
り
、「
的
」
と
発
音
し
、「
定
ま
る
所
無
く
，
亦
た
定
ま
ら
ざ
る
所
無
し
」
と
い
う
こ
と
）。「
比
」
は
、「
必
」「
二
」
の
反
（
つ
ま
り
、「
従
う
」
の
意
）。「
適
」
は
、「
專
主
」（「
固
有
生
成
底
、
然
亦
不
可
專
主
気
質
、
蓋
亦
有
学
底
」「
然
此
事
聖
人
亦
必
曾
入
思
慮
、
但
却
不
專
主
此
也
」、
つ
ま
り
、「
そ
れ
だ
け
に
依
る
」
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。『
春
秋
左
氏
伝
』
に
い
う
「
吾
れ
誰
に
か
適
従
せ
ん
」（
私
は
誰
に
依
る
と
こ
ろ
に
し
て
つ
き
従
お
う
か
）
は
、こ
れ
で
あ
る
（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
五
年
に
「
狐
裘
尨
茸
、
一
国
三
公
、
吾
誰
適
従
」
と
あ
る
）。「
莫
」
は
、「
不
肎
」（「
欽
夫
云
、
吾
儒
無
適
、
無
莫
。
釈
氏
有
適
、
有
莫
。
此
亦
可
通
。」「
聖
人
也
不
説
道
可
、
也
不
説
道
不
可
、
但
看
義
如
何
耳
。
佛
老
皆
不
睹
是
、
我
要
道
可
便
是
可
、
我
要
道
不
可
便
是
不
可
、
只
由
在
我
説
得
」、「
肎
」
は
「
肯
」
の
古
字
、
「
肯
ず
る
」
と
読
む
。
こ
こ
で
は
、「
莫
」
は
「
可
か
ら
ず
」
の
こ
と
だ
が
、
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
に
依
る
可
か
ら
ず
と
い
う
こ
と
）
で
あ
る
。「
比
」
は
、
従
う
こ
と
で
あ
る
。
謝
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
適
は
、「
可
き
」
で
あ
る
。
莫
は
、「
可
か
ら
ず
」
で
あ
る
。「
可
き
」
も
な
く
「
可
か
ら
ず
」
も
な
く
、
も
し
も
「
道
」
を
も
っ
て
そ
れ
を
主
宰
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
激
し
く
狂
い
恣
に
振
る
舞
う
こ
と
に
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
仏
教
と
道
教
の
教
え
で
あ
っ
て
、「
心
は
執
着
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
（
如
何
な
る
）
変
化
に
も
適
応
で
き
る
」
と
（
仏
教
や
道
教
が
）
自
ら
言
う
の
だ
が
、
結
局
は
聖
人
に
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
人
の
学
（
つ
ま
り
儒
教
）
は
そ
れ
と
違
っ
て
、「
可
き
」
も
な
く
「
可
か
ら
ず
」
も
な
く
の
中
に
、「
義
」
が
存
在
す
る
の
だ
（
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
に
依
る
「
可
き
」
ま
た
は
「
可
か
ら
ず
」
と
す
る
こ
と
は
な
く
、
す
べ
て
の
行
為
を
「
義
」
つ
ま
り
客
観
的
な
事
物
の
「
理
」
に
従
っ
て
行
う
と
い
う
こ
と
）。
そ
れ
な
ら
ば
、
君
子
の
心
は
、
果
た
し
て
倚
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。」
　
適
、
丁
歷
反
。
比
、
必
二
反
。
○
適
、
專
主
也
。
春
秋
傳
曰
吾
誰
適
從
、
是
也
、
莫
、
不
肎
也
。
比
、
從
也
。
○
謝
氏
曰
、
適
、
可
也
。
莫
、
不
可
也
。
無
可
無
不
可
、
苟
無
道
以
主
之
、
不
幾
於
猖
狂
自
恣
乎
。
此
佛
老
之
學
、
所
以
自
謂
心
無
所
住
而
能
應
變
、
而
卒
得
罪
於
聖
人
也
。
聖
人
之
學
不
然
、
於
無
可
無
不
可
之
間
、
有
義
存
焉
。
然
則
君
子
之
心
、
果
有
所
倚
乎
。
第
十
一
章
子
曰
、
君
子
懷
德
、
小
人
懷
土
。
君
子
懷
刑
、
小
人
懷
惠
。
孔
子
は
言
わ
れ
た
。「
君
子
は
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
る
仁
義
礼
智
の
徳
を
心
に
保
持
す
る
の
に
対
し
て
、
小
人
は
居
場
所
の
安
楽
に
溺
れ
る
の
だ
。
君
子
は
常
に
法
意
識
を
持
ち
、
絶
対
に
法
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
の
に
対
し
て
、
小
人
は
常
に
私
利
を
貪
る
の
だ
。」
（「
先
生
又
言
、
如
漢
挙
孝
廉
、
必
曰
、
順
鄉
里
、
粛
政
教
。
粛
政
教
之
云
、
是
亦
懐
刑
之
意
也
。
某
因
思
得
此
所
謂
君
子
者
、
非
所
謂
成
德
之
人
也
。
若
成
德
之
人
、
則
誠
不
待
於
懷
刑
也
。
但
言
如
此
則
可
以
為
君
子
、
如
此
則
為
小
人
、
未
知
是
否
。」
と
あ
り
、
つ
ま
り
、
こ
の
章
に
い
う
「
君
子
」
は
「
成
徳
の
人
」
の
こ
と
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
成
徳
の
人
」（
つ
ま
り
心
の
稟
受
し
た
気
に
付
着
し
た
濁
り
を
取
り
除
い
て
（
つ
ま
り
気
質
を
変
化
し
て
）
そ
の
仁
義
礼
智
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
五
十
号
（
二
〇
二
一
・
一
）
（16）
の
徳
が
そ
の
ま
ま
そ
の
行
為
に
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
こ
う
い
う
人
の
こ
と
）
と
し
て
の
「
君
子
」
は
、
聖
人
と
同
様
、
刑
法
を
意
識
し
な
く
て
も
、
法
を
犯
す
行
為
を
行
う
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
章
に
い
う
「
君
子
」
は
、「
學
而
」
第
一
章
の
集
注
に
い
う
「
君
子
、成
徳
の
名
」
と
い
う
意
味
の
「
成
徳
の
人
」（
つ
ま
り
仁
義
礼
智
の
徳
の
実
行
を
行
う
人
の
こ
と
）
で
は
な
い
。）
集
注
：
　
「
懷
」
は
、
思
う
こ
と
で
あ
る
。「
懷
德
」
と
は
、
そ
の
固
有
の
善
（
つ
ま
り
生
ま
れ
な
が
ら
備
わ
る
仁
義
礼
智
の
徳
）
を
心
に
保
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
懷
土
」
と
は
、
そ
の
居
場
所
の
安
逸
に
溺
れ
る
こ
と
で
あ
る
。「
懷
刑
」
と
は
、
刑
法
を
恐
れ
る
こ
と
（「
君
子
懐
刑
、
言
思
刑
法
而
必
不
犯
之
。」「
又
問
、
懷
刑
。
曰
、
只
是
君
子
心
常
存
法
」、
つ
ま
り
、
常
に
法
意
識
を
持
ち
、
絶
対
に
法
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
）
で
あ
る
。「
懐
恵
」
と
は
、
私
利
を
貪
る
こ
と
で
あ
る
。
君
子
と
小
人
、
そ
の
趣
き
が
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
た
だ
公
と
私
と
い
う
こ
と
に
あ
る
（「
某
因
思
集
注
言
、
君
子
小
人
趨
向
不
同
、
公
私
之
間
而
已
。
只
是
小
人
之
事
莫
非
利
己
之
事
、
私
也
。
君
子
所
懐
在
徳
、
則
不
失
其
善
。
至
於
刑
、
則
初
不
以
先
王
治
人
之
具
而
有
所
憎
疾
也
、
亦
可
借
而
自
修
省
耳
。
只
是
一
箇
公
心
」、
つ
ま
り
、「
小
人
」
は
常
に
自
分
に
と
っ
て
利
益
が
あ
る
事
を
し
か
し
な
い
の
に
対
し
て
、「
君
子
」
は
そ
の
心
に
常
に
仁
義
礼
智
の
徳
が
あ
る
故
に
、
そ
の
行
為
は
善
を
失
わ
な
い
、
と
い
う
こ
と
）。
尹
氏
（
前
出
）
が
言
っ
た
。「
善
を
楽
し
み
不
善
を
憎
む
人
は
、
君
子
で
あ
る
。
一
時
的
な
安
楽
を
貪
る
人
は
、
小
人
で
あ
る
。」
　
懷
、
思
念
也
。
懷
德
、
謂
存
其
固
有
之
善
。
懷
土
、
謂
溺
其
所
處
之
安
。
懷
刑
、
謂
畏
法
。
懷
惠
、
謂
貪
利
。
君
子
小
人
趣
向
不
同
、
公
私
之
間
而
已
。
○
尹
氏
曰
、
樂
善
惡
不
善
、
所
以
為
君
子
。
苟
安
務
得
、
所
以
為
小
人
。
